
個人

多様な選択肢を示す
＝自由主義（リバタリアニズム）

選択肢

選択肢を絞るけれども、
その中での選択の自由がある
＝リバタリアン・パターナリズム

個人の認知能力
には限界

多数の選択肢を示す
ことが、必ずしも厚生
の改善を意味しない

対応１
システム２で判断することを
推奨し、多様な選択肢から
合理的に選択できるように
する。
例：消費者教育、金融リテラシー
の向上

対応２
システム１で判断することを
前提に、政策の選択肢を提
示する。
例：Ｎｕｄｇｅ

システム１：直感的な速い（ファスト）思考
システム２：論理的な遅い（スロー）思考
人間は通常システム１により判断し、シス
テム２は時々チェックするのみ

政策におけるナッジ（Ｎｕｄｇｅ）の概念のイメージ
資料１０


